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基本目標Ⅰ 市内産農産物のファンを増やし、消費を拡大する

施策２ 市民が農体験を楽しむことができる機会の拡充

「まち☆ベジ」や町田の農業をもっと知って、ファンになってもらうため、収穫

など農業を体験できる機会を増やします。直売所でまち☆ベジを販売したり、

農業に関するイベントを開いたりして、市民が気軽に農とふれあえる機会を作

ります。

指標
2025年度末

実績
2036年度末
目標値

農に関わる体験をしたことがある
市民の割合

46.5% 90％

取組① 農業体験事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

〇イベントの実
施
〇農業体験の
情報発信強化

〇イベントの実
施
〇農業体験の
情報発信強化

〇イベントの実
施
〇農業体験の
情報発信強化

〇イベントの実
施
〇新たなイベン
トの検討

〇イベントの実
施
〇新たなイベン
トの調整

■スケジュール

■現状・課題

 2025年度に実施した市民アンケートで市内農業や農産物への関心

度に関する質問をしました。「関心がある」と回答した人は95％にのぼり、

多くの人が農に関心を持っていることがわかりました。

一方で、2026年度に実施した市民アンケートでは「農に関するイベント

等に参加したことがある」と答えた人の割合が〇〇%となっており、「関心

があるのに農と触れ合えていない」という状況です。

地産地消を進めていくには、農業者だけでなく、市民の皆さんも「農の担

い手」の一員として、地域の農業を共に支えていく意識をはぐくむことが求

められています。そのために、イベントや体験事業、食育など、日常の中で

農に触れ、農業をより身近に感じられるような機会を作ることが必要です。

■取り組むこと

町田市農業祭や米作り農業体験など、市民が気軽に参加できる農業

のイベントを実施します。農業の楽しさを知ってもらい、身近に感じてもらえ

るような機会を増やしていきます。



2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

〇来館者増
加に向けた
取組の検討
〇次期指定
管理に向け
た検討

〇来館者増
加に向けた
取組の調整
〇次期指定
管理に向け
た検討

〇来館者増
加に向けた
取組の実施

来館者増加
に向けた取
組の実施

来館者増加
に向けた取
組の見直し

■スケジュール

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

体験型農園の開設支援

■スケジュール

■現状・課題

市内には、「市民農園（※）」 「農業体験農園」 「収穫体験農園」と

呼ばれる体験型の農園があります。「市民農園」は、畑の一部の区画を

借りて自分の力で野菜などを育てる農園。「農業体験農園」は、畑の一

部の区画を借りてプロの農業者の指導を受けながら年間を通じて栽培を

体験する農園。「収穫体験農園」は、ブルーベリー狩りやイチゴ狩りなど農

業者が育てた作物の収穫を体験できる農園のことです。

市民の皆さんに、もっと気軽に農に触れてもらうため、それぞれが希望す

る“農への関わり度”にあわせた体験メニューが求められてることから、これら

の体験型農園の開設を支援していく必要があります。また、体験型農園

を開設することは、市内農地を農地として活用することにもつながるため、

農地保全の観点からも進めていく必要があります。

■取り組むこと

農業者が、市民農園や収穫体験農園、農業体験農園などを開設するこ

とを支援します。市民が毎日の生活の中で、農業をいつでも身近に感じら

れるような暮らしを目指します。

取組② 体験型農園開設支援事業

■現状・課題

町田市ふるさと農具館は、多くの人に町田の農業を身近に感じていただ

けるよう、市内の農家で実際に使われていた道具の展示や小学校の社

会科見学の受け入れ、裏手の畑で栽培される菜の花から取れる「なた

ね」を使用した油しぼりの実演を行っています。

年間の来館者数は減少傾向が続いているため、体験型コンテンツの導

入や団体見学の誘致など、来館者を増やすための取組が必要です。

また、ふるさと農具館は町田薬師池公園四季彩の杜北園内に位置し

ており、今後は四季彩の杜の計画に合わせて、施設の在り方などを検討

する必要があります。

■取り組むこと

ふるさと農具館の展示や体験で町田の農業をもっと知ってもらい、興

味を広めます。また、町田薬師池公園四季彩の杜の計画に合わせて、こ

れからどんな施設が必要か考えていきます。

取組③ ふるさと農具館事業

（※）ここでいう市民農園は、農業者が開設する市民農園（＝農家開設型市民農園）を指します。



取組④ 七国山景観作物協定事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

景観作物の栽培

■スケジュール

■現状・課題

来訪者に農の風景を楽しんでもらえるよう、地元の農家組合と協定を

結び、七国山地区で景観作物（景色をきれいにするために育てている植

物）として菜の花、ひまわり、そばの花を栽培しています。

市内の農地が減っていることで、農業に触れる機会だけでなく、農業を

見る場もだんだんと減っています。

“見る”農を体験できる貴重な場として、昔から続く農の風景を維持して

いく必要があります。

■取り組むこと

季節に合わせて景観作物を育てます。訪れる人に畑の風景を楽しんで

もらうとともに、昔から続く町田の農業の風景を大切に守っていきます。

【コラム】農ある暮らしのモデル地区

農の風景育成地区とは？

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇



基本目標Ⅱ 市内農業の生産を拡大し、収益を高める

施策１ 安全安心な農産物の安定的生産の支援

「まち☆ベジ」をたくさんの市民に届けるために、ビニールハウスなどの施設

整備やスマート農業の導入など、農業者が一年中安定して農産物を生産

できる環境を整えます。また、農業で稼いでいくための見本となる計画を作っ

たり、農業者のグループ内で機械・機器を共有したり、農業者が効率よく稼

ぎながら生産量を増やしていく方法を検討します。

指標
2025年度末

実績
2036年度末
目標値

ＪＡ町田市農産物直売所
「アグリハウス」の売上額

約244,381千円
（2024年度）

約〇〇千円
（2035年度）

取組① 農業生産基盤強化促進事業 【重点】

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

施設設備の導入支援

■スケジュール

■現状・課題

町田の農業は生産者と消費者の距離が近いという都市型農業の利点

を生かし、さまざまな農産物を少しずつ生産する“少量多品目栽培”を主

流としています。栽培形態としては露地栽培が多い傾向です。

市内の農業産出額を見ると、2023年度は18.2億円で、10年前から

0.9億円減少しています。背景には、担い手や農地の減少が影響してい

ると考えられますが、今後も農業経営を続けていくために、これらに負けな

い高い生産性を確保することが求められています。

作業の効率化や省力化、生産性向上に資する施設整備や機械の導

入支援など、市内農業者が安定的に農産物を生産していける環境を整

えていく必要があります。

■取り組むこと

まち☆ベジをたくさん作るために、農業者が建物や機械を新しくする支援

をします。また、コンピュータなどの最新技術を使って、農業者が少ない力

や時間で無駄なく仕事ができるような仕組みを取り入れる支援をします。



取組③ 伝染病予防事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

伝染病予防支援

■スケジュール

■現状・課題

市内では、牛や豚、鶏などの畜産農業者がいます。畜産業を営む中で、

とても重要なのが防疫です。家畜伝染病が発生すると経営に大きな打撃

を与えるだけでなく、地域社会にも影響が及びます。畜舎を保って家畜伝

染病の発生を防ぎ、蔓延させないことが非常に重要です。

良好な畜産環境を整えるために、畜舎の衛生管理や家畜伝染病の防

疫を適切に行っていけるよう支援する必要があります。

■取り組むこと

牛や豚、鶏の小屋をきれいにするなど、動物が病気にならないように工

夫して安全でおいしいお肉や卵を作っている畜産農家を支援します。

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

市内産堆肥の活用支援

■スケジュール

■現状・課題

2022年7月、環境負荷低減を図り、環境と調和した持続的な食料シ

ステム確立を目指す「環境と調和のとれた食料システム確立のための環境

負荷低減事業活動の促進等に関する法律（通称：みどりの食料システ

ム法）」が施行されました。東京都でも、生産から消費までの環境負荷

低減に関する取組を進めていて、化学肥料の使用量削減と堆肥の活用

もその取組の一つです。

町田市では、畜産農家減少に伴う供給堆肥量の減少や堆肥を使う農

業者の減少により、年々減少傾向にあります。安全・安心で環境にやさし

い農業を支援するため、堆肥を活用する取組を進めていく必要があります。

■取り組むこと

市内で牛や豚、鶏を育てる農業者（＝畜産農家）が作った堆肥を購

入する経費を補助します。多くの農業者が市内産堆肥を使えるようにして、

安心で自然にもやさしい野菜作りに取り組む農業者を支援します。

取組② 堆肥流通促進事業



2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

獣害防止対策支援

■スケジュール

取組④ 獣害防止対策事業

■現状・課題

猟友会や町田市農業協同組合などの関係団体と連携し、農地への侵

入を防ぐためにわなを設置してアライグマやハクビシンなどの加害獣の捕

獲・駆除を行っていますが、変わらず被害は発生しています。獣害は、農

作物が食べられたり畑が踏み荒らされることで農業収入が減少するほか、

病気を広めるなど地域や生活へも悪影響を及ぼします。

安定的に農産物を生産していくために、引き続き獣害対策を行っていく

必要があります。

■取り組むこと

関係団体と連携して、農地などにわなを置き、野菜や果物を食べたり畑

を荒らしたりする動物をつかまえます。こうして農業者が作った農産物を守

ります。

【コラム】これからの農業のスタンダード！？

スマート農業とは？

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇



基本目標Ⅱ 市内農業の収益を高め、生産を拡大する

施策２ 新たな担い手の育成・支援

「まち☆ベジ」の生産量を増やすために、農業に携わる「担い手」を増やし

ていくことが必要です。農業後継者や新規就農者だけでなく、援農ボランティ

ア、農業以外の仕事をしている事業者などの幅広い主体を、町田の農業を

盛り上げていく新たな担い手として考えて、育成・支援していきます。

指標
2025年度末

実績
2036年度末
目標値

新たな担い手の数

新規就農者【※】
3名

援農ボランティア
10名
（単年度）

30名
100名
（累計）

取組① 担い手育成事業【重点】

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

〇研修事業の実
施
〇援農ボランティ
ア育成支援

〇研修事業の実
施
〇研修事業内容
の見直し
〇援農ボランティ
ア育成支援

〇新たな研修事
業の実施
〇援農ボランティ
ア育成支援

〇研修事業の実
施
〇援農ボランティ
ア育成支援

〇研修事業の実
施
〇援農ボランティ
ア育成支援

■スケジュール

■現状・課題

市内総農家数は減少が続いており、2020年は659戸と2015年から

の5年間で190戸減少しました。市内農業者へのアンケートで、「農地の

維持・管理」「労働力不足」「後継者がいないこと」が農業経営上の大き

な課題であることがわかりました。2020年の市内農業者の平均年齢は

69.3歳と2015年よりも2.3歳上昇していて、高齢化や後継者不足のた

め、生産量を減らしたり、農地を縮小したりする農業者も少なくありません。

市では、新規就農者の輩出を目的とした「町田市農業研修事業」や、

農業者のもとで収穫などの農作業を行う「援農ボランティア育成事業」を

実施しています。

労働力や後継者を確保し、町田の農業を次世代につないでいくために、

新規就農者や援農ボランティアなどの農の新たな担い手の育成し、定着

させる仕組みが必要です。

■取り組むこと

新しく農業者になりたい人に向けた研修や、農業者を助けるボランティア

になりたい人に向けた研修を実施して、これからの町田の農業を支えていく

担い手を増やしていきます。

※ここでいう「新規就農者」とは、町田市農業研修事業を修了して新規就

農した方、東京農業アカデミーを修了して新規就農した方、農業後継者とし

て就農した方、市内農業者のもとで雇用労働者として農業に従事した後に

就農した方を指します。



2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

〇連携に関す
る相談支援

〇連携に関す
る相談支援

〇連携に関す
る相談支援

〇連携に関す
る相談支援
〇連携に関す
る調査実施

〇連携に関す
る相談支援
〇新たな連携
支援体制の検
討

■スケジュール

取組② 異業種・異分野連携事業

■現状・課題

農業は、福祉や観光、商業、教育、健康、環境など、さまざま分野との

親和性が高い業種です。特に福祉分野との連携は「農福連携」と呼ばれ、

障がいのある方の社会参画と農業の労働力確保・農地活用を両立する

取組として注目されています。

農業以外の分野や業種と連携することで、農業の新たな担い手が確保

できることが大きな利点として挙げられますが、連携によって生まれるストー

リーが農産物の価値を高め、ブランド力を強化することも見込めます。

新たな担い手を確保し、新たな価値を生み出していくために、異業種・

異分野との連携を支援していくことが必要です。

■取り組むこと

農業の新たな担い手を増やし、まち☆ベジのよさや価値を高めるために、

福祉や観光、商業、教育、環境など、さまざまな業種や分野と連携します。

【コラム】東京都内の市区町村で唯一！ 農業研修事業

〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇



基本目標Ⅲ 農業を続ける環境をまもる

施策１ 市内農地の維持・活用

農業者の高齢化や担い手が不足していることから、農業をする人が減って、

荒れて使われなくなった農地が増えています。農地を守るために、市民農園

や体験農園を開設したり、新たな担い手へ農地を貸し出したり、今ある農地

をこれからも使い続けられるようにしていきます。

指標
2025年度末

実績
2036年度末
目標値

市内の経営耕地面積 157ha 150ha

取組① 農地あっせん事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

マッチング実施

■スケジュール

■現状・課題

町田で農業を続けていくために、農地を農地として維持していくことは不

可欠ですが、市内の経営耕地面積は減少を続けており、2025年は

157haと10年前より95ha減少しています。また、認定農業者や認定新

規就農者への農地集積率も10年前と比べて減少しています。

これからも町田で農業を続けていくために、高齢化や担い手不足などの

理由で所有者自身で耕作できなくなった農地は、耕作拡大意欲のある

農業者へ貸し出すなど有効活用を図り、適切に維持・管理していくことが

必要です。

■取り組むこと

市街化調整区域において、農地バンク及び担い手バンクへの登録を図

り、農地貸借のマッチングを行います。



2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

マッチング実施

■スケジュール

■現状・課題

生産緑地とは、農業と調和した都市環境の保全を目的とする市街化

区域内の農地です。生産緑地に指定されると、税制上の優遇を受けるこ

とができますが、農地の適正な管理・保全が義務付けられます。

市内の生産緑地は、1990年代をピークに減少傾向が続いています。

相続による農地の転用が大きな要因ですが、農業者の高齢化や担い手

不足も影響していると考えられます。

これからも生産緑地を残していくために、耕作が難しくなった農地は、耕

作拡大意欲のある農業者へ貸すことで、維持・管理をしていくことが必要

です。

■取り組むこと

生産緑地において、町田市農業協同組合と連携した農地貸借のマッチ

ングを行います。

取組② 生産緑地貸借促進事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

体験型農園の開設支援

■スケジュール

■現状・課題

市内には、「市民農園（※）」 「農業体験農園」 「収穫体験農園」と

呼ばれる体験型の農園があります。「市民農園」は、畑の一部の区画を

借りて自分の力で野菜などを育てる農園。「農業体験農園」は、畑の一

部の区画を帰りてプロの農業者の指導を受けながら年間を通じて栽培を

体験する農園。「収穫体験農園」は、ブルーベリー狩りやイチゴ狩りなど農

業者が育てた作物の収穫を体験できる農園のことです。

市民の皆さんに、もっと気軽に農に触れるもらうため、それぞれが希望す

る“農への関わり度”にあわせた体験メニューが求められてることから、これら

の体験型農園を開設を支援していく必要があります。また、体験型農園

を開設することは、市内農地を農地として活用することにもつながるため、

農地保全の観点からも進めていく必要があります。

■取り組むこと

農業者が、市民農園や収穫体験農園、農業体験農園などを開設するこ

とを支援します。市民が毎日の生活の中で、農業をいつでも身近に感じら

れるような暮らしを目指します。

取組③ 体験型農園開設支援事業【再掲】

（※）ここでいう市民農園は、農業者が開設する市民農園（＝農家開設型市民農園）を指します。



基本目標Ⅲ 農業を続ける環境をまもる

施策２ 遊休農地の解消

農業委員と農地利用最適化推進委員が農地パトロールを行い、市内の

農地が適正に使われるように働きかけます。

指標
2025年度末

実績
2036年度末
目標値

農地パトロールの結果
農地の利用状況が改善した割合

81%
（2025年度）

毎年度
90％以上

取組① 農地パトロール事業

2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度

パトロール実施

■スケジュール

■現状・課題

市内農業者の代表などから構成される“農業委員会”では、農地の貸

借に関する許可を出したり、農地が適正に利用されているかをチェックした

りする役割を担っています。

市内農業者の高齢化や担い手不足が進み、手入れをせずに放置され

る遊休農地が増えています。農業委員会では農地の遊休化を防ぐため、

定期的に農地パトロールを行い、耕作できない農地は別の農業者への貸

借を促すなど、農地を活用する手立てを一緒に考えていきます。

地域の資源である農地を荒廃させず活用していくために、農地パトロー

ルを継続することが必要です。

■取り組むこと

十分に活用されていない農地について、適正な管理を行うよう指導しま

す。また、耕作できない農地については、農地バンクへの登録を促します。
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